
　宝石についての正確な知識を身に
つけることが、ジュエラーにとって必須
科目なのは宝飾業界の常識だが、その
一方で、勉強不足と言われ続けている
のも宝飾業界だ。
　宝石・宝飾のプロを育てるための教
育に時間を使っているかを見直したい。
　今は正に時代が変貌し、ネット販売
は当たり前となり、独創性を求めるニー
ズは幅広く、それに合わせ販売スタイ
ルも多様化し、商品価値も様々だ。
　その多くで、豊かな感性を持つ人や宝
石の知識に長けた人など、宝飾業界に
関係のない次世代の人たちが元気だ。
　人材不足に悩む宝飾業界ではある
が、新たにジュエリービジネスを目指す
人たちはネット販売を活かして増えて
きている。“宝飾業界の売り方”を熟知
する人も増えており、基本価値や期待
価値だけではなく、宝石の新たな価値
を見出す人たちが増えてきていること
から、今後は何をどのように差別化を
図るかが、重要になっていきそうだ。そ
のためにはまずは知識である。
　今回は、2023年にFGAの資格を取
得し、新しいジュエリーブランドの立ち
上げを目指す高橋まりの氏と、ジュエ
リーデザイナーを目指す高木ひふみ氏
の二人に、資格取得の経緯や意義に
ついて話を聞いた。

「国際的な資格は信用の証」
　　　　　　　　　高橋まりの氏 

宝石の勉強を
はじめたきっ
かけは？
　現在中古業
の会社に勤め
ていて、ジュエ
リーや宝石の
売買は数字が
伸びていると
いう話を聞いたのがきっかけです。自
分でも、将来的にジュエリーのブランド
を立ち上げ、宝石の売買をしたいという
思いから、本格的に宝石学を勉強して
みようと思いました。

FGAの勉強はどうでしたか？
　思った以上に学術的でした。宝石の
起源や組成などから始まるのは予想外
でしたが、宝石の豊富な知識を学べる
ことが多く、これからビジネスを始めた
ときにお客様にどう説明すればいいの
かなどのアイデアが膨らみました。

実技試験の勉強はどうでしたか？
　ジュエリー業界の人間ではなかった
ので、最初は宝石を見ても何の宝石か全
然わかりませんでした。それがファンデー
ションコースを終えるころには、予想がつ
くようになったのは自分自身驚きでした。
授業でもそれ以外でも、とにかくたくさん
の宝石を見ることが大事だと実感しまし
た。とにかく自分の目で確かめて、わから

ないことは先生
に何度も質問
を繰り返さない
とわかるように
はならないと思
います。

ロンドンの授賞式はどうでした
か？
　私は留学経験が何回かあり、
海外を含め複数回の卒業式に出
ましたが、その中でも一番豪華な
式典で、さすが宝石の世界だと思
いました。宝石はキラキラしていま
すが、宝石の勉強は観察や筆記
の練習など思っていたより地味で
した。それがこの授与式で、初めて

これが想像していた宝石の世界だと感
じられ、試験に合格した達成感と、これ
から宝石の世界で生きていくんだとい
うわくわく感が一気に押し寄せて感動
しました。また、出席者全員が豪華なド
レスを着ていて、これぞ宝石の世界だと
いう雰囲気です。これからFGAを学ば
れる方も、人生に一度なのでぜひ
出席した方がいいと思います。

これからの夢は？
　自分の会社を立ち上げてブラ
ンドを作るためにマーケットリ
サーチをしています。海外展開も
視野に入れているので、国際的な
資格を持っていることでどこに
行ってもこの人は宝石について勉
強していると思ってもらえる利点があり
ます。宝石のビジネスには信用が大事
です。目の前の石がどういう石なのか、
宝石を正しく説明できるというのは、ビ
ジネスにおいて強いと思います。

FGA資格取得の必要性は？
　今は合成石やラボグロウンダイヤモ
ンドなど様々なものが出てきています
が、お客様はほとんど何もわからない
人が多いです。それをきちんと説明でき
ることは信頼や安心につながります。お

客様とのエンゲージ、信頼関係を築く
には自分がどれだけ説明できるのかが
大事になりますので、その能力を鍛えら
れるFGAの取得には多くの方にチャレ
ンジしてもらいたいです。私は業界に入
る前に資格を取得しましたが、それが
よかったと思います。何も知らないでビ
ジネスを始めるよりも、自分でわかって
説明できる状態で始めるので、自信を
もって仕事ができます。

「FGA資格は自分を守る
 鎧のようなもの」
　　　　　　　　　高木ひふみ氏 

宝石の勉強をはじめたきっかけは？
　 父 が 昔 、
キュービックジ
ルコニアはダ
イヤモンドと
様々な数値が
近くて凄いと
いう話をして
いました。その
後、ダイヤモン
ド の グ レ ー

ディングを勉強してみたいと思った時
に、その父の話を思い出し、せっかくな
ら本格的に宝石を勉強しようと思いま
した。そして選んだのが、Gem-A宝石
学です。

FGAの勉強はどうでしたか？
　人生の中で一番勉強をしました。し
かし、興味のあることなので大変だけど
楽しく頑張れました。通学コースでした
が、授業はとても興味深くわかりやす
かったので、苦しいこともありましたが

FGA資格取得者 インタビュー
次世代のジュエラーが求める
「知識」と「資格」と「自信」と「＋α」

有意義な2年
間でした。

　4月に開催された「山梨ジュエリー
フェア2024」には5,534人の方にご
来場いただき、ご出展・ご来場いた
だいた皆様に心より感謝申し上げま
す。昨年8月の「ジャパンジュエリー
フェア」以降、海外バイヤーの参加
が増加し、中国本土からのバイヤー
招聘プログラムも再開されました。
中国のバイヤーからは、前身の「甲
府ジュエリーフェア（KJF）」を知って
おり、現在のフェアの出展社の多様
性や豊富な商品に対する満足の声
が寄せられました。また、円安が進む
中、海外からの来場者は増加傾向
にあり、日本企業からは国内展示会
への参加はコストパフォーマンスが
高いとの評価が示されています。

　そんな中、6月には上半期でアジ
ア最大規模の「Jewellery& Gem 
ASIA Hong Kong」が開催されま
す。昨今の政治情勢の不安はある
ものの、香港でのビジネス需要はま
だまだ高く、他国と比べてもジャパ
ンパビリオンの人気は健在で、常に
混雑しています。その理由を裏付け
る形で「ジャパンパビリオンへ出展
したい」という問い合わせも非常に
増えています。

　ジャパンパビリオンへの出展＝必
ずしも成果が得られるとは限りませ
ん。日本製品の高品質や価格競争
力は広く認知されているものの、単
に良い商品だから売れるという考え

方だけでは限界があります。中・長
期的なプロモーション戦略がなけ
れば、今後企業間の差が広がる恐
れがあります。今回の山梨ジュエ
リーフェアで、Tmall（アリババグ
ループ）やタオバオの日本代理店の
代表、さらにはKOL（キーオピニオン
リーダー）などによるディスカッショ
ンが行われ、日本の品質に対する高
い評価が述べられる一方で、「ブラ
ンド化」や「差別化」、「迅速な対応」
の必要性などが説かれていました。

　市場が急速に変化する中では、
「ジャパンパビリオンに参加すれば
売れる」という考え方を改めて、企
業ごとに戦略を考える必要があるよ
うに感じます。展示会主催者に対し
集客力不足を指摘する声もありま
すが、準備を重ね、目標を明確に設
定し、一定の成果を挙げている企
業も多く見受けられます。展示会は
マッチングの場でもあり、需要と供
給の一致でビジネスが成立します。

　展示会事体が不要という意見も
あるかと思いますが、実際には多く
の業界関係者が集まり、情報交換
や商談ができる貴重な場です。業
界の情報交換や新たなビジネスの
機会を提供する貴重な場でもあり
ます。展示会が業界の「今」を感じ
ることに繋がり、日本企業が海外で
の成功の一助となることを期待し
ています。

展示会と日本企業の行方
インフォーマ マーケッツ ジャパン㈱
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